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授業時数の確保を
どう考えているか

高橋 政悦　議員

連
帯
保
証
人
の
要
件
緩
和
を

学校運営協議会を通じ
て保護者や地域住民の
意見も反映させたい

教育長

管
内
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

町
長

２
０
２
０
年
度
か

ら
全
面
実
施
さ
れ

る
小
学
校
の
次
期
学
習
指
導

要
領
で
は
、
英
語
の
教
科
化

な
ど
に
伴
っ
て
、
標
準
授
業

時
数
が
３
年
生
以
上
で
そ
れ

ぞ
れ
年
間
35
時
間
分
増
え
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
時
間
割
や
授
業
日
数

が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
保
護

者
・
地
域
も
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
本
町
の
考
え
る
効

果
的
な
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

伺
う
。

３
・
４
年
生

が
「
外
国
語

活
動
」と
し
て
年
35
時
間
、５
・

６
年
生
に
つ
い
て
は
「
外
国

語
科
」
と
し
て
年
70
時
間
の

授
業
時
数
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
新
年
度
（
２

０
１
９
年
度
）
か
ら
授
業
時

数
を
確
保
し
て
い
く
。

　

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

学
校
内
だ
け
で
は
な
く
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
を
巻
き

込
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
が
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。
学
校
運
営

協
議
会
を
通
じ
て
保
護
者
や

地
域
住
民
等
の
意
見
を
吸
い

上
げ
、
学
校
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

本
町
が
求
め
て
い
る

町
営
住
宅
の
連
帯
保

証
人
は
、「
町
内
に
住
所
を

有
す
る
者
２
名
（
た
だ
し
、

１
名
に
限
り
２
親
等
以
内
の

町
外
在
住
者
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
）」
と
し
て
い
る
。

　

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
・

移
住
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

方
が
町
内
在
住
の
連
帯
保
証

人
を
探
す
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
と
思
う
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
本

町
の
公
営
住
宅
に
お
い
て
、

連
帯
保
証
人
の
こ
う
し
た
地

域
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

理
由
を
伺
う
。

　

ま
た
、
連
絡
を
取
る
こ
と

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
要

件
を
日
本
国
内
に
在
住
の
方

ま
で
広
げ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

町
営
住
宅
又

は
共
同
施
設

の
保
管
義
務
や
家
賃
の
納
付

義
務
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
、

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

問教
育
長

問

こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
に
連

帯
と
し
て
の
責
務
を
保
証
す

る
目
的
で
２
名
の
連
帯
保
証

人
を
設
定
し
て
い
る
。

　

本
町
在
住
者
と
し
て
い
る

の
は
、
入
居
者
の
安
否
確
認

の
立
ち
会
い
や
、
問
題
行
動

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
速

や
か
な
対
応
が
可
能
で
あ
り
、

早
期
の
対
応
に
つ
な
げ
る
た

め
で
あ
る
。
家
族
構
成
の
現

状
及
び
管
内
状
況
も
踏
ま
え
、

要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

町
長

カリキュラム・マネジメント　…　 学校の教育目標の実現に向けて、子どもや地域の実態を踏まえ、
教育課程（カリキュラム）を編成・実施評価し、改善を図る一
連のサイクルを計画的・組織的に推進していくこと

2020年度から小学校で英語が教科化され
ることに伴い、その授業時間をどう確保
するかが全国的な課題となっている
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交
通
弱
者
に
対
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
は

川上　均　議員

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
終
了
し
、

交
通
弱
者
支
援
事
業
の
試
験
運
行
を
実
施
し
た
い

町
長子

ど
も
や
高
齢
者
、

障
害
者
の
移
動
手
段

に
は
制
限
が
あ
り
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
施

策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
、
清
水
帯
広
間
の
路
線
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。

　

 

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
平
日
運
行
で
あ
る
が
、

ス
ー
パ
ー
の
特
売
日
で
あ
る

土
曜
日
に
も
運
行
で
き
な
い

か
。

土
曜
日
の
運

行
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
も
あ
る
が
、
路

線
に
は
公
共
施
設
・
病
院
・

銀
行
な
ど
土
曜
日
に
利
用
で

き
な
い
施
設
等
も
多
く
、
週

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

5
日
か
ら
6
日
に
増
や
す
こ

と
で
運
行
費
用
の
負
担
が
増

え
る
。
運
転
手
の
人
員
確
保

に
も
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
土
曜
日
の
運
行
は
困
難

で
あ
る
。

 

朝
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
と
路
線
バ

ス
を
接
続
で
き
な
い
か
。

　

帯
広
方
面
の
医
療
機
関
利

用
者
に
と
っ
て
路
線
バ
ス
は

Ｊ
Ｒ
よ
り
も
利
便
性
が
良
く
、

利
用
者
増
が
見
込
め
る
の
で

は
。

清
水
地
区
の

巡
回
は
午
前

８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、

一
人
の
運
転
手
に
よ
る
運
転

業
務
の
範
囲
で
実
施
し
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

地
区
を
巡
回
す
る
の
に
約
１

時
間
か
か
る
こ
と
か
ら
、
清

水
帯
広
線
バ
ス
の
「
十
勝
清

水
駅
前
発
８
時
20
分
」
へ
の

接
続
は
困
難
で
あ
る
。

 

高
齢
化
に
よ
り
交

通
弱
者
が
増
え
続
け
、

停
留
所
に
も
行
け
な
い
な
ど
、

将
来
的
に
も
タ
ク
シ
ー
へ
の

転
換
が
こ
れ
ら
の
解
決
に
つ

な
が
り
経
費
も
削
減
で
き
る

と
考
え
る
。
費
用
対
効
果
の

試
算
と
将
来
的
な
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
を

実
際
に
利
用
し
た
方
は
延
べ

32
名
、
実
数
で
は
５
名
と
少

な
い
状
況
で
あ
り
、
実
証
運

行
は
平
成
30
年
度
で
終
了
す

問

問

る
が
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方

に
支
障
が
な
い
よ
う
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、

交
通
弱
者
支
援
事
業
の
試
行

運
行
を
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
更
新
時
期
ま
で
に
は
、

近
隣
の
町
で
実
施
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
な
ど
の

状
況
を
調
査
し
、
費
用
対
効

果
も
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
住

民
や
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
と
と
も
に
十
分
に
研
究
し

て
い
く
。

問

町
長

町
長

町
長

車体の側面に第九のメロディー音符が描かれ、
明るい雰囲気となったコミュニティバス

モビリティ政策　…　 １人１人のモビリティ（移動）が、社会的にも
個人的にも望ましい方向（過度な自動車利用か
ら公共交通等を適切に利用する等）に変化する
ことを促す、コミュニケーションを中心とした
交通政策
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